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は
じ
め
に

　

学
術
的
に
確
立
さ
れ
て
い
る
と
は
必
ず
し
も
い
え
な
い
衣
服
産
業

史
分
野
を
論
じ
る
場
合
、
衣
服
産
業
と
は
何
か
、
衣
服
産
業
に
は
何

が
含
ま
れ
る
の
か
、
工
業
と
商
業
の
ど
ち
ら
を
重
視
す
る
か
、
等
々

の
根
本
的
な
問
題
に
直
面
す
る
。
七
〇
年
代
以
降
に
刊
行
さ
れ
た
ア

パ
レ
ル
産
業
論
は
極
め
て
短
期
的
な
視
野
で
論
じ
て
い
る
た
め
、
取

り
組
む
課
題
や
対
象
と
す
る
事
柄
に
左
右
さ
れ
、
後
述
す
る
よ
う
に

衣
服
産
業
の
意
味
は
論
者
間
で
共
有
さ
れ
て
い
な
い
。

　

筆
者
は
『
ミ
シ
ン
と
衣
服
の
経
済
史）1
（

』
で
、
ミ
シ
ン
の
導
入
に
基

づ
い
た
衣
服
産
業
の
進
展
を
全
国
的
な
視
野
で
捉
え
る
試
み
を
行
な

っ
た
。
そ
の
際
、
ミ
シ
ン
に
関
す
る
主
な
先
行
研
究
を
要
約
し
た
が
、

衣
服
産
業
（
ア
パ
レ
ル
産
業
）
に
つ
い
て
は
簡
略
的
・
断
片
的
に
述

べ
た
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。

　

そ
こ
で
本
稿
で
は
、
ま
ず
、
工
場
統
計
の
う
ち
戦
前
期
の
最
も
概

括
的
な
『
工
場
統
計
表
』（
の
ち
『
工
業
統
計
表
』）
か
ら
二
〇
世
紀

前
半
と
後
半
に
お
け
る
衣
服
産
業
の
地
位
を
観
察
し
、
次
い
で
、
地

位
の
変
化
に
伴
い
、
戦
前
期
衣
服
産
業
の
位
置
づ
け
が
概
説
書
や
研

究
書
に
お
い
て
変
容
し
て
き
た
点
を
確
認
し
、
そ
の
意
味
を
問
う
。

そ
の
後
、
時
期
ご
と
の
調
査
・
研
究
動
向
を
た
ど
り
、
最
後
に
、
一

世
紀
を
超
え
る
調
査
・
研
究
が
ど
の
よ
う
な
限
界
の
も
と
で
行
な
わ

れ
て
き
た
の
か
を
指
摘
し
て
本
稿
を
結
び
た
い
。

〔
研
究
ノ
ー
ト
〕衣

服
産
業
史
研
究
の
動
向
│
個
別
史
か
ら
全
体
史
へ

│

岩　

本　

真　

一
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（
2
）　

戦
後

　

衣
服
産
業
へ
の
政
府
の
関
心
は
一
九
七
〇
年
代
に
高
ま
っ
た）4
（

。
た

と
え
ば
、
産
業
構
造
審
議
会
・
繊
維
工
業
審
議
会
答
申
「
七
〇
年
代

の
繊
維
産
業
政
策
の
あ
り
方
に
つ
い
て
」（
一
九
七
三
年
一
〇
月
）
で

あ
る
。
こ
の
経
済
史
的
要
因
に
は
、
繊
維
産
業
の
停
滞
と
衣
服
産
業

の
成
長
が
挙
げ
ら
れ
る
。

　

図
1
は
『
工
業
統
計
表
』
を
元
に
、
一
九
六
〇
年
代
・
七
〇
年
代

の
衣
服
産
業
と
繊
維
産
業
の
出
荷
額
推
移
を
比
較
し
た
も
の
で
あ
る
。

作
成
に
あ
た
り
、
衣
服
産
業
は
「
衣
服
・
そ
の
他
の
繊
維
製
品
製
造

業
」、
繊
維
産
業
は
「
繊
維
工
業
（
衣
服
、
そ
の
他
の
繊
維
製
品
を
除

く
）」
の
項
目
を
踏
ま
え
た
。

　

図
に
は
示
し
て
い
な
い
が
、
一
九
九
〇
年
代
半
ば
に
は
繊
維
・
衣

服
産
業
全
体
に
対
す
る
衣
服
産
業
の
比
率
が
五
〇
％
を
占
め
る
よ
う

に
な
っ
た
。

　

図
1
を
詳
細
に
み
る
と
、
一
九
六
一
年
に
全
体
の
一
〇
％
を
超
え

て
お
り
、
二
〇
％
超
が
七
二
年
、
八
〇
年
に
は
二
九
・
九
％
と
続
く
。

　

さ
て
、
前
掲
「
七
〇
年
代
の
繊
維
産
業
政
策
の
あ
り
方
に
つ
い

て
」（
一
九
七
三
年
一
〇
月
）、
及
び
繊
維
工
業
審
議
会
意
見
具
申

「
新
し
い
繊
維
産
業
の
あ
り
方
に
つ
い
て
」（
一
九
七
六
年
一
二
月
）

等
に
お
い
て
、
日
本
政
府
は
繊
維
産
業
政
策
の
一
環
に
衣
服
産
業
を

一　

衣
服
産
業
の
地
位

（
1
）　

戦
前

　

最
初
の
『
工
場
統
計
表
』（
農
商
務
省
）
は
一
九
〇
九
年
を
対
象

と
し
た
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
の
生
産
額
（
戦
後
の
「
製
造
品
出
荷
額

等
」）
を
み
る
と
、「
染
織
工
場
」（
い
わ
ゆ
る
繊
維
産
業
）
が
三
億
九

三
六
二
万
円
で
あ
る
の
に
対
し
、
衣
服
産
業）2
（

は
八
一
二
万
円
に
留
ま

り
、
繊
維
産
業
と
衣
服
産
業
の
合
計
額
に
対
し
、
わ
ず
か
二
％
を
占

め
る
に
過
ぎ
な
い
。
戦
時
経
済
下
に
衣
服
産
業
は
軍
需
衣
料
品
の
増

産
で
生
産
額
を
急
増
さ
せ
る
が
、
一
九
三
七
年
版
『
工
業
統
計
表
』

（
商
工
省
）
で
生
産
高
を
見
て
も
、「
紡
織
工
業
」
が
三
九
億
一
五
三

〇
万
円
、
衣
服
産
業）3
（

が
二
億
五
八
四
〇
万
円
で
あ
る
。
一
九
〇
九
年

に
比
し
て
衣
服
産
業
は
三
二
倍
の
成
長
を
示
し
た
が
、
繊
維
産
業
と

衣
服
産
業
の
合
計
に
対
し
て
は
六
・
六
％
を
占
め
た
に
過
ぎ
な
い
。

　

こ
の
よ
う
に
、
二
〇
世
紀
前
半
日
本
の
衣
服
産
業
は
繊
維
産
業
に

比
し
て
極
め
て
小
規
模
に
留
ま
っ
た
。
し
か
し
、
部
門
別
・
品
目
別

に
と
い
う
限
定
で
は
あ
る
が
、
こ
の
時
期
に
様
々
な
行
政
機
関
が
衣

服
産
業
に
関
す
る
調
査
報
告
書
を
刊
行
し
て
い
た
（
四
で
後
述
す
る
）。
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組
み
込
ん
だ
。
こ
れ
ら
答
申
・
具
申
の
内
容
に
は
「
ア
パ
レ
ル
産

業
」
と
い
う
言
葉
が
用
い
ら
れ
、
こ
れ
以
降
、
衣
服
産
業
は
ア
パ
レ

ル
産
業
と
し
て
広
く
定
着
し
て
い
っ
た
。
図
１
に
も
ど
る
な
ら
ば
、

衣
服
産
業
が
繊
維
・
衣
服
産
業
全
体
の
二
〇
％
を
超
え
三
〇
％
へ
向

か
っ
た
時
期
、
す
な
わ
ち
、
一
九
七
〇
年
代
に
、
衣
服
産
業
は
「
ア

パ
レ
ル
産
業
」
と
し
て
繊
維
産
業
の
一
環
に
位
置
づ
け
ら
れ
た
の
で

あ
る
。

二　

戦
前
期
衣
服
産
業
の
解
釈

（
1
）　
『
工
業
統
計
表
』
に
み
る
衣
服
産
業

　

紡
績
業
や
織
物
業
等
に
代
表
さ
れ
る
繊
維
産
業
が
近
代
日
本
の
工

業
化
に
重
要
な
位
置
を
占
め
た
こ
と
は
広
く
知
ら
れ
て
い
る
。
繊
維

産
業
は
、
戦
前
期
『
工
場
統
計
表
』・『
工
業
統
計
表
』
に
お
い
て

「
染
織
工
場
」
や
「
紡
織
工
業
」
等
と
称
さ
れ
た
部
門
で
あ
る
。

　

衣
服
産
業
部
門
で
最
大
規
模
を
誇
っ
た
「
裁
縫
業
」
は
「
雑
工

場
」
や
「
其
ノ
他
ノ
工
業
」
に
長
ら
く
分
類
さ
れ
、
繊
維
産
業
に
組

み
込
ま
れ
た
の
は
、
一
九
三
九
年
版
か
ら
四
二
年
版
（
戦
前
の
最
終

版
）
ま
で
、
す
な
わ
ち
戦
中
期
の
戦
時
経
済
統
制
が
衣
料
品
部
門
に

ま
で
拡
大
さ
れ
た
時
期
で
あ
る
。
他
方
、
衣
服
産
業
の
う
ち
、
裁
縫

業
に
次
ぐ
生
産
高
を
示
し
て
き
た
「
莫
大
小
」（
メ
リ
ヤ
ス
）
は
、

120,000

出典：通商産業大臣官房調査統計部編『工業統計表』産業編、1970年版、80年版をもとに筆者作
成。

注 1：『工業統計表』調査対象の工場規模は全工場。
2：「化学繊維紡績業」は化学工業ではなく繊維工業に集計されている。
3：当期間の「靴下製造業」、「ニット手袋製造業」、「ニット製品製造業（靴下、手袋、補整着
を除く）」は繊維産業から衣服産業に移動させた。

図 1　繊維産業と衣服産業の出荷額推移（1960年代・70年代）
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単位：億円
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に
限
ら
れ
た
こ
と
で
は
な
い
。
次
項
で
み
る
よ
う
に
、
戦
後
に
刊
行

さ
れ
た
諸
文
献
の
う
ち
戦
前
期
衣
服
産
業
に
触
れ
た
も
の
で
も
、
分

類
規
定
は
ま
ち
ま
ち
で
あ
り
、
概
念
規
定
は
非
統
一
的
で
あ
る
。
そ

れ
ら
諸
文
献
は
衣
服
産
業
の
同
時
代
的
特
徴
を
叙
述
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
、
い
わ
ば
、
戦
後
衣
服
産
業
の
原
型
の
一
部
を
戦
前
に
求
め

る
と
い
う
形
で
述
べ
て
き
た
た
め
で
あ
る
。

（
2
）　

戦
前
期
衣
服
産
業
の
位
置
づ
け

　

中
込
省
三
は
『
日
本
の
衣
服
産
業）6
（

』
に
お
い
て
こ
の
産
業
が
生
産

と
流
通
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
と
捉
え
、
生
産
部
門
を
衣
服
製
造
業

と
し
、
メ
リ
ヤ
ス
系
と
裁
縫
系
を
含
め
た
。
ま
た
、
中
込
は
『
衣
服

産
業
の
は
じ
め）7
（

』
で
産
業
の
成
立
を
論
じ
、「
衣
服
産
業
の
中
心
は

衣
服
の
工
業
生
産
と
流
通
に
あ
る
が
、
そ
れ
は
衣
服
の
既
製
化
の
普

及
に
よ
っ
て
は
じ
ま
っ
た）8
（

」
と
述
べ
、「
わ
が
国
に
お
け
る
衣
服
の

既
製
化
の
は
じ
め
は
、
明
治
初
年
か
ら）9
（

」
と
規
定
し
た
。
一
九
七
九

年
に
刊
行
さ
れ
た
大
塚
佳
彦
『
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
業
界
』
も
同
様
に
、

明
治
期
既
製
服
の
誕
生
を
衣
服
産
業
の
端
緒
と
み
な
し
て
い
る）10
（

。

　

ま
た
、
鍜
島
康
子
も
、
衣
服
産
業
が
生
産
と
流
通
の
両
軸
で
構
成

さ
れ
る
点
を
強
調
し
た
。
そ
の
う
え
で
、「
ア
パ
レ
ル
産
業
と
い
う

産
業
の
名
称
は
、
日
本
で
は
一
九
七
〇
年
代
か
ら
正
式
に
使
用
さ
れ

生
地
生
産
部
門
と
衣
料
品
・
関
連
品
生
産
部
門
の
い
ず
れ
も
が
、
戦

前
か
ら
長
ら
く
繊
維
産
業
に
分
類
さ
れ
て
き
た
。

　

戦
後
の
『
工
業
統
計
表
』
で
裁
縫
業
は
繊
維
産
業
に
並
ぶ
地
位
を

示
し
て
い
っ
た
。
ま
ず
は
一
九
四
八
年
版
の
「
衣
服
お
よ
び
衣
裳
用

品
製
造
業
」
で
そ
の
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

　

と
こ
ろ
が
、
メ
リ
ヤ
ス
の
う
ち
衣
料
品
・
関
連
品
が
裁
縫
業
と
と

も
に
衣
服
産
業
へ
一
括
さ
れ
た
の
は
、
実
に
遅
く
、
一
九
九
四
年
の

こ
と
で
あ
っ
た）5
（

。
さ
ら
に
、
戦
前
期
に
裁
縫
業
と
と
も
に
「
雑
工

場
」
へ
分
類
さ
れ
て
き
た
「
製
帽
業
」
は
、
一
九
四
九
年
に
布
製
帽

子
・
婦
人
用
帽
子
が
「
衣
服
お
よ
び
身
廻
品
製
造
業
」（
裁
縫
業
）

へ
、
他
の
帽
子
が
「
紡
織
工
業
」（
繊
維
産
業
）
へ
組
み
込
ま
れ
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
戦
前
・
戦
後
を
通
じ
、
衣
服
産
業
部
門
は
統
一
的

な
産
業
区
分
を
有
し
て
こ
な
か
っ
た
。
系
統
別
に
分
け
る
と
、
糸
を

編
立
加
工
（
直
接
衣
料
品
化
）、
ま
た
は
（
メ
リ
ヤ
ス
地
・
編
地
を
）

裁
縫
加
工
す
る
メ
リ
ヤ
ス
系
は
繊
維
産
業
に
分
類
さ
れ
、
織
物
地
を

裁
縫
加
工
す
る
裁
縫
系
、
お
よ
び
皮
革
地
を
裁
縫
加
工
す
る
皮
革
系
、

さ
ら
に
、
帽
子
等
の
身
の
回
り
品
は
、
い
ず
れ
も
が
「
雑
工
場
」
に

分
類
さ
れ
て
い
た
。

　

さ
ら
に
、
衣
服
産
業
と
い
う
統
一
的
な
概
念
が
未
形
成
で
あ
っ
た

こ
と
は
、
何
も
戦
前
・
戦
後
の
『
工
場
統
計
表
』・『
工
業
統
計
表
』
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中
込
は
一
九
七
〇
年
代
の
『
日
本
の
衣
服
産
業
』
か
ら
『
ア
パ
レ

ル
産
業
へ
の
離
陸
』
に
至
る
著
述
過
程
で
、
製
造
業
か
ら
流
通
業
へ

の
関
心
を
強
め
た
。
他
方
、
鍜
島
は
二
〇
〇
〇
年
代
の
『
ア
パ
レ
ル

産
業
の
成
立
』
で
流
通
業
を
重
視
す
る
産
業
観
を
示
し
た
。
日
本
ア

パ
レ
ル
製
造
業
は
、
一
九
九
〇
年
代
初
頭
に
製
品
出
荷
額
や
工
場

数
・
従
業
者
数
（『
工
業
統
計
表
』）
で
頂
点
を
迎
え
た
が
、
中
込
の

著
書
刊
行
時
期
は
上
昇
期
の
七
〇
年
代
で
あ
り
、
鍜
島
の
そ
れ
は
急

減
期
に
当
た
る
。

　

最
後
に
、
ア
パ
レ
ル
産
業
と
衣
服
産
業
の
関
係
に
つ
い
て
触
れ
て

お
き
た
い
。
ま
ず
、
中
込
と
鍜
島
は
、
と
も
に
ア
パ
レ
ル
の
意
味
を

衣
服
や
衣
料
品
と
同
義
で
あ
る
と
認
め
て
い
る）15
（

。
し
か
し
、
中
込
は

ア
パ
レ
ル
と
い
う
言
葉
の
も
つ
曖
昧
さ
に
注
目
し
、
そ
れ
を
衣
服
産

業
の
付
加
価
値
生
産
化
と
い
う
時
代
状
況
に
相
応
し
い
言
葉
と
捉
え
、

「
ア
パ
レ
ル
産
業
＝
衣
服
産
業
」
と
い
う
等
式
を
崩
し
て
い
る）16
（

。
す

な
わ
ち
、
中
込
は
製
造
面
の
重
視
さ
れ
る
「
衣
服
産
業
」
に
対
し

「
ア
パ
レ
ル
産
業
」
に
流
通
面
や
付
加
価
値
生
産
を
加
味
さ
せ
た
の

で
あ
る
。

　

し
か
し
、「
ア
パ
レ
ル
＝
衣
服
」
で
あ
る
以
上
、
ア
パ
レ
ル
産
業

と
衣
服
産
業
は
同
義
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
カ
タ
カ
ナ
に
曖
昧
さ

を
求
め
て
し
ま
え
ば
、
認
識
の
混
乱
を
招
く
こ
と
が
避
け
ら
れ
な
い
。

る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
れ
ま
で
は
、
衣
服
産
業
、
ま
た
は
既
製
服
製

造
業
な
ど
と
呼
ば
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
が
、
衣
料
製
品
は
縫
製
品
製

造
業
の
一
つ
で
産
業
と
し
て
は
成
り
立
っ
て
は
い
な
か
っ
た）11
（

」
と
述

べ
て
い
る
。
ア
パ
レ
ル
産
業
が
七
〇
年
代
に
成
立
し
た
と
い
う
見
方

は
、
木
下
明
浩
『
ア
パ
レ
ル
産
業
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
史）12
（

』
で
も
確

認
さ
れ
る
。
ま
た
、
山
崎
光
弘
も
『
現
代
ア
パ
レ
ル
産
業
の
展
開）13
（

』

で
同
様
の
見
解
を
示
し
、
六
〇
年
代
を
ア
パ
レ
ル
産
業
へ
の
助
走
期

間
で
あ
る
と
位
置
づ
け
た）14
（

。

　

中
込
・
大
塚
と
鍜
島
・
木
下
・
山
崎
に
み
ら
れ
る
違
い
は
、
双
方

と
も
に
工
商
両
輪
を
踏
ま
え
つ
つ
も
、
一
九
七
〇
年
代
に
衣
服
産
業

（
ア
パ
レ
ル
産
業
）
が
繊
維
産
業
の
一
環
に
組
み
込
ま
れ
た
事
実
を
、

前
者
の
よ
う
に
生
産
面
の
成
長
か
ら
捉
え
る
の
か
、
後
者
の
よ
う
に

流
通
面
お
よ
び
経
営
面
の
進
展
か
ら
捉
え
る
の
か
の
視
角
の
違
い
に

約
言
で
き
る
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
著
者
た
ち
が
、
産
業
化
の
指
針
と

し
て
繰
り
返
し
強
調
す
る
既
製
服
化
が
幕
末
開
港
期
か
ら
一
九
七
〇

年
代
に
か
け
て
緩
や
か
に
進
行
し
た
こ
と
も
、
衣
服
産
業
成
立
時
期

に
関
す
る
見
解
に
大
き
な
違
い
を
生
ん
で
い
る
。

　

さ
ら
に
、
戦
前
期
衣
服
産
業
に
一
定
の
評
価
を
与
え
る
か
ど
う
か

の
判
断
の
違
い
に
は
、
対
象
時
期
の
衣
服
産
業
の
進
み
具
合
、
お
よ

び
産
業
概
念
の
変
化
が
少
な
か
ら
ぬ
影
響
を
与
え
て
い
る
。
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（
2
）　

衣
服
産
業

　

他
方
、
衣
服
産
業
史
研
究
の
蓄
積
状
況
は
ど
う
か
。
表
1
・
表
2

は
「
衣
服
産
業
」
お
よ
び
類
似
の
言
葉
を
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
で
検
索
し

た
結
果
で
あ
る
。
ま
ず
、
表
1
に
は
作
業
に
関
す
る
用
語
三
点
を
選

び
、
次
い
で
、
表
2
に
は
衣
服
（
財
・
サ
ー
ビ
ス
）
に
関
す
る
用
語

を
取
り
上
げ
た
。

　

検
索
結
果
と
照
合
し
て
概
説
す
る
と
、「
裁
縫
」
は
女
子
教
育
の

基
本
科
目
、「
仕
立
」
は
「
国
産
仕
立）17
（

」
や
「
諸
職
仕
立
方）18
（

」
の
よ

う
に
前
近
代
工
業
、「
縫
製
」
は
特
に
戦
後
の
産
地
呼
称
に
お
い
て

利
用
さ
れ
て
き
た
こ
と
が
分
か
る
。
検
索
結
果
の
う
ち
、
山
崎
広
明

論
文）19
（

と
女
性
歴
史
文
化
研
究
所
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
報
告）20
（

の
二
文
献

を
除
け
ば
、
こ
れ
ら
三
点
の
用
語
は
戦
前
期
日
本
を
対
象
と
し
た
衣

服
産
業
研
究
を
意
味
し
て
な
い
。

　

次
に
、
表
2
を
み
る
と
、
若
干
な
が
ら
見
通
し
は
よ
く
な
り
、

「
衣
服
」
と
「
衣
料
」
が
数
多
く
利
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
明
瞭
で

あ
る
。
衣
服
、
被
服
、
衣
料
、
衣
類
等
の
違
い
に
つ
い
て
は
「
備

考
」
に
略
記
し
た
の
で
省
略
す
る
が
、
一
つ
だ
け
付
言
し
て
お
く
と
、

お
お
む
ね
、
衣
料
は
「
衣
服
材
料
」、
す
な
わ
ち
生
地
の
意
味
に
用

い
ら
れ
て
き
た）21
（

。
そ
こ
で
、
衣
服
の
意
味
を
持
た
せ
る
た
め
に
「
衣

料
品
」
と
し
て
検
索
し
た
。

鍜
島
に
従
い
「
衣
服
産
業
＝
ア
パ
レ
ル
産
業
」
と
し
、
衣
服
製
造
業

と
衣
服
流
通
業
を
含
む
意
味
を
衣
服
産
業
に
持
た
せ
る
べ
き
で
あ
る
。

ま
た
、
付
加
価
値
生
産
や
デ
ザ
イ
ン
生
産
を
重
視
す
る
場
合
に
は
、

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
産
業
や
モ
ー
ド
産
業
等
の
言
葉
を
当
て
る
べ
き
で
あ

る
と
筆
者
は
考
え
る
。

三　

衣
服
産
業
史
研
究
の
蓄
積

（
1
）　

紡
績
業
・
織
物
業

　

大
阪
経
済
大
学
日
本
経
済
史
研
究
所
編
集
の
『
経
済
史
文
献
解

題
』
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
﹇
補
注
﹈（

以
下
で
は
単
に
「
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
と
略
す
）

を
検
索
す
る
と
、「
紡
績
」
で
五
三
八
件
、「
紡
績
業
」
で
二
三
一
件
、

「
紡
績
産
業
」
で
七
件
、「
織
物
」
で
四
九
四
件
、「
織
物
業
」
で
二

一
七
件
、「
織
物
産
業
」
で
六
件
の
著
書
・
論
文
が
該
当
す
る
。
デ

ー
タ
ベ
ー
ス
の
日
本
経
済
史
分
類
項
目
に
従
え
ば
、
紡
績
業
・
織
物

業
研
究
は
、
工
業
、
商
業
、
貿
易
、
企
業
・
組
合
、
経
営
・
会
計
、

社
会
問
題
・
社
会
運
動
等
、
実
に
幅
広
い
研
究
分
野
か
ら
構
成
さ
れ

て
い
る
。
ま
た
、
在
華
紡
の
よ
う
に
多
国
籍
企
業
化
と
の
関
わ
り
で

東
洋
経
済
史
に
区
分
さ
れ
る
広
が
り
も
有
し
て
い
る
。
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表 1　作業を示す用語の種類と検索結果

検索用語 件数 備考
裁縫
 裁縫業

10
 0 

家事労働や学校教育に関する研究で多用。戦前期『工場通覧』では「裁縫」や「裁
縫業」、『工場統計表』・『工業統計表』では、「裁縫品」や「裁縫製品」。

仕立
 仕立業

21
 1 

近現代アパレル業界での呼称で、特定顧客の生地の持ち込みか店内での生地選
択、及び形態注文に応じ、採寸を経て衣服生産を行なう。戦前期『農商務統計
表』では「洋服仕立」と「和服仕立」。

縫製
 縫製業

9
 3

現代アパレル業界での呼称で、不特定多数の顧客に対する衣服生産。普通、採
寸は行なわない。

出典：『経済史文献解題』データベースより作成。利用日は2013年 7 月 7 日。

検索用語 件数 備考
衣服 67 『工業統計表』1948年版で

「衣服及び衣裳用品製造
業」。49年版で「衣服及び
身廻品製造業」。なお、
2004年の『工業統計表』で
は「衣服・その他の繊維製
品製造業」。

 衣服＋産業  11 

 衣服産業  4 

 衣服＋生産  5 

 衣服生産  1 
被服 12

日本帝国陸海軍の衣服関
連法規・令達・その他書類
に散見される用語

 被服＋産業  2 
 被服産業  1 
 被服＋生産  1 
 被服生産  0 
衣料 43

生地の意味で利用される
ことが多い

 衣料＋産業  9 
 衣料産業  0 
 衣料＋生産  17 
 衣料生産  8 
衣料品 11

流通の観点から論じる場
合に、しばしば利用され
る

 衣料品＋産業  2 
 衣料品産業  0 
 衣料品＋生産  3 
 衣料品生産  0 
衣類 10 海外の衣服産業調査・研

究（主に東南アジア・南ア
ジアの新興工業国を対象
とした場合等）において、
しばしば利用される。国
内動向に利用される場合
もあるが学術論文では少
ない。

 衣類＋産業  1 

 衣類産業  0 

 衣類＋生産  1 

 衣類生産  0 

検索用語 件数 備考

衣糧 0

日本帝国陸海軍の衣服関
連法規・令達等に散見さ
れる用語。食糧同様に抽
象的。

既製服 9

現代アパレル業界での呼
称

 既製服＋産業  5 
 既製服産業  2 
 既製服＋生産  3 
 既製服生産  2 
アパレル 11

現代アパレル業界での呼
称

 アパレル＋産業  11 
 アパレル産業  8 
 アパレル＋生産  2 
 アパレル生産  1 
ファッション 29 現代アパレル業界での呼

称。アパレル産業に比し
て、装飾性の高い衣料品
生産を意味する場合が多
い。

 ファッション＋産業  5 
 ファッション産業  2 
 ファッション＋生産  1 
 ファッション生産  0 
モード 12 現代アパレル業界での呼

称。デザイン工程・生産
を意味する場合が多く、
衣料品生産は含まれない
場合がほとんどである。

 モード＋産業  2 
 モード産業  1 
 モード＋生産  2 
 モード生産  0 

出典：『経済史文献解題』データベースより作成。利用日は2013年 7 月 7 日。
注：  検索用語内の「＋」は全角空白を入れて複数の単語で検索したことを意味する。多くの場合、空白を省いた用

語よりも、検索結果数が多い。（通称は「＆検索」）

表 2　衣服（財・サービス）を示す用語の種類と検索結果
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ま
た
、
服
装
関
連
の
用
語
は
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
業
界
に
先
導
さ
れ
た
形

で
広
ま
り
、
学
術
用
語
が
必
要
と
す
る
一
義
性
や
安
定
性
に
抵
抗
す

る
性
質
を
有
し
て
き
た
と
い
う
大
丸
弘
の
指
摘
も
挙
げ
て
お
か
ね
ば

な
ら
な
い）24
（

。

　

要
す
る
に
、
衣
服
自
体
の
概
念
も
紡
績
や
織
物
の
概
念
ほ
ど
に
は

明
確
に
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
ま
た
、「
紡
績
産
業
」
お
よ
び
「
織

物
産
業
」
と
い
う
用
語
は
「
紡
績
業
」・「
織
物
業
」
の
使
用
頻
度
に

比
し
て
微
々
た
る
も
の
で
あ
り
、「
紡
績
業
」
と
「
織
物
業
」
は
産

業
名
に
お
い
て
も
確
立
し
て
い
る
。

　

詰
ま
る
所
、
衣
服
産
業
の
研
究
蓄
積
は
乏
し
く
、
用
語
も
確
立
さ

れ
て
お
ら
ず
、
ア
パ
レ
ル
産
業
、
衣
服
産
業
、
縫
製
業
等
の
名
称
が

散
見
さ
れ
る
。
現
代
で
も
用
語
に
不
安
定
性
が
存
在
す
る
点
を
考
慮

す
る
と
、
織
物
の
よ
う
に
形
態
が
一
定
で
あ
る
商
品
と
は
異
な
り
、

衣
服
は
形
態
が
不
定
で
あ
る
と
い
う
理
由
や
、
時
と
し
て
身
の
回
り

品
を
も
含
む
と
い
う
理
由
等
も
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
定
義
を
曖
昧

に
す
る
衣
服
用
語
の
溶
解
性
（
フ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
性
）
を
要
因
と
み
る

論
点
も
あ
る）25
（

。

　

で
は
、
衣
服
や
類
似
の
言
葉
に
「
産
業
」
を
付
し
た
場
合
の
状
況

は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
ら
の
内
、
検
索
結
果
に
一
件
以
上
が
該

当
し
た
も
の
は
、
表
2
で
薄
い
灰
色
に
印
を
付
け
た
項
目
、
す
な
わ

ち
、
衣
服
産
業
（
四
件
）、
被
服
産
業
（
一
件
）、
既
製
服
産
業
（
二

件
）、
ア
パ
レ
ル
産
業
（
八
件
）、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
産
業
（
二
件
）、
モ

ー
ド
産
業
（
一
件
）
で
あ
る）22
（

。「
衣
服
」
は
財
・
サ
ー
ビ
ス
を
示
す

用
語
で
最
も
利
用
頻
度
が
高
い
が
（
六
七
件
）、
産
業
名
で
あ
る

「
衣
服
産
業
」
と
し
て
は
「
ア
パ
レ
ル
産
業
」
に
次
ぐ
位
置
と
な
る
。

「
衣
服
」
お
よ
び
「
衣
服
産
業
」
と
、
そ
れ
に
類
似
す
る
用
語
が
他

に
五
種
類
も
存
在
す
る
点
を
こ
こ
で
強
調
し
て
お
き
た
い）23
（

。
衣
服
産

業
史
研
究
は
断
片
的
に
留
ま
っ
た
ま
ま
で
あ
り
、
生
産
の
目
的
・
意

図
・
地
域
に
よ
っ
て
、
衣
服
、
被
服
、
ア
パ
レ
ル
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン

等
の
用
語
が
選
出
さ
れ
て
き
た
の
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
衣
服
産
業
と
い
う
言
葉
は
紡
績
業
や
織
物
業
の
よ

う
に
は
明
確
に
定
ま
っ
て
い
な
い
。
こ
れ
は
、
近
代
日
本
に
お
い
て

衣
服
産
業
が
新
産
業
と
し
て
勃
興
し
、
衣
服
の
区
別
方
法
や
定
義
が

確
立
し
て
こ
な
か
っ
た
故
に
他
な
ら
な
い
。
ま
た
、
衣
服
産
業
は
下

位
項
目
に
位
置
す
る
男
子
服
、
婦
人
服
、
メ
リ
ヤ
ス
業
、
帽
子
業
と

い
っ
た
部
門
別
に
認
識
さ
れ
た
こ
と
、
そ
し
て
比
較
的
歴
史
の
浅
い

こ
の
産
業
を
扱
う
研
究
が
遅
れ
た
こ
と
も
要
因
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
。
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製
帽
業
と
メ
リ
ヤ
ス
業
に
調
査
が
集
中
し
て
き
た）26
（

。

　

次
い
で
、
後
者
、
す
な
わ
ち
生
産
調
査
報
告
で
は
、
大
阪
市
役
所

産
業
部
調
査
課
『
大
阪
の
莫
大
小
工
業
』（
大
阪
市
産
業
叢
書
第
八
輯
、

一
九
三
一
年
）、
お
よ
び
、
大
阪
市
『
洋
服
受
託
製
造
工
業
の
現
況
』

（
大
阪
市
中
小
商
工
業
調
査
資
料
第
十
三
篇
、
一
九
四
〇
年
）
等
が
挙
げ

ら
れ
る
。
大
阪
市
は
二
〇
年
代
に
市
内
工
業
の
業
態
調
査
に
力
を
入

れ
、
一
九
二
八
年
か
ら
一
九
三
七
年
に
か
け
て
大
阪
市
産
業
叢
書
と

し
て
全
一
九
輯
を
刊
行
し
た
。
一
九
二
〇
年
代
の
日
本
工
業
界
で
は

第
一
次
大
戦
後
の
不
況
か
ら
大
企
業
と
中
小
零
細
企
業
・
家
族
経
営

と
の
二
重
構
造
が
形
成
さ
れ）27
（

、
そ
れ
と
と
も
に
調
査
報
告
が
増
加
し

て
い
っ
た
。『
大
阪
の
莫
大
小
工
業
』
で
は
日
本
メ
リ
ヤ
ス
製
造
業

の
沿
革
か
ら
始
ま
り
、
生
産
状
況
、
原
料
・
生
地
・
生
産
工
程
・
生

産
組
織
等
の
解
説
、
中
国
・
東
南
ア
ジ
ア
に
お
け
る
市
場
動
向
等
が

詳
細
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。『
洋
服
受
託
製
造
工
業
の
現
況
』
は
、

受
託
製
造
業
者
の
規
模
や
取
引
構
造
等
を
調
査
し
た
も
の
で
、
主
に

夫
婦
で
営
む
よ
う
な
二
名
程
度
の
工
場
が
不
安
定
な
需
要
下
で
継
続

的
な
操
業
が
難
し
い
点
を
転
廃
業
問
題
と
の
関
連
で
述
べ
て
い
る
。

　

一
言
す
る
と
、
こ
れ
ら
は
全
て
実
態
調
査
お
よ
び
現
状
分
析
で
あ

り
、
衣
服
産
業
史
研
究
で
は
な
い
。
し
か
し
、
戦
前
期
衣
服
産
業
の

抱
え
た
諸
問
題
に
つ
い
て
経
済
学
や
経
営
学
に
関
す
る
実
態
や
観
点

四　

衣
服
産
業
史
研
究
の
傾
向

（
1
）　

個
別
史
の
形
成
（
一
九
一
〇
〜
四
〇
年
代
） 

│
品
目
別
把
握
の
発
生
│

①
調
査
報
告
書
の
形
成

　

二
〇
世
紀
前
半
に
刊
行
さ
れ
た
行
政
機
関
に
よ
る
調
査
報
告
書
は
、

外
国
市
場
調
査
と
国
内
生
産
調
査
に
大
別
さ
れ
る
。

　

ま
ず
、
前
者
は
貿
易
報
告
お
よ
び
現
地
市
場
調
査
報
告
で
あ
り
、

日
本
製
衣
料
品
の
輸
出
力
増
大
を
目
指
し
た
実
態
把
握
と
提
言
に
関

心
は
集
中
し
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
農
商
務
省
商
工
局
『
重
要
輸
出

工
産
品
要
覧
』
前
編
（
一
九
〇
八
年
版
）
で
は
、「
絹
製
品
及
絹
製
手

巾
」、「
綿
布
類
及
綿
製
品
」、「
綿
「
メ
リ
ヤ
ス
」
肌
着
附
綿
襦
袢
」、

「
靴
足
袋
」、「
綿
「
ブ
ラ
ン
ケ
ツ
ト
」」、「
洋
傘
」
等
が
取
り
上
げ
ら

れ
て
い
る
。
ま
た
、
農
商
務
省
工
務
局
『
主
要
工
業
概
覧
』（
一
九

一
二
年
版
）
で
は
、
メ
リ
ヤ
ス
業
が
「
織
物
及
編
物
工
業
」
に
、

「
帽
子
製
造
業
」
が
「
雑
工
業
」
に
取
り
上
げ
ら
れ
、
輸
出
入
動
向
、

国
内
生
産
状
況
、
関
税
の
影
響
が
検
討
さ
れ
て
い
る
。
大
蔵
省
主
税

局
『
輸
入
品
ノ
防
遏
ニ
関
シ
将
来
有
望
ナ
ル
工
業
』（
一
九
一
四
年
）

で
は
「
フ
ェ
ル
ト
帽
子
」
が
取
り
上
げ
ら
れ
、
輸
入
額
の
紹
介
と
国

産
化
の
強
化
が
説
か
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
品
目
別
に
み
る
と
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洋
服
商
工
組
合
聯
合
會
の
沿
革
を
記
し
た
。
近
代
日
本
の
服
装
史
・

衣
服
史
の
主
柱
は
洋
装
化
・
洋
服
化
で
あ
る
ゆ
え
、『
日
本
洋
服
沿

革
史
』
は
、
全
国
規
模
を
対
象
と
し
た
通
史
と
し
て
洋
服
業
界
史
の

基
本
文
献
と
な
り
、
そ
の
後
の
類
似
文
献
に
お
い
て
し
ば
し
ば
参
照

さ
れ
て
い
る
。『
東
京
洋
服
商
工
同
業
組
合
沿
革
史
』
は
、『
日
本
洋

服
沿
革
史
』
で
述
べ
ら
れ
た
通
史
を
概
ね
踏
ま
え
て
い
る
が
、
文
化

史
的
な
洋
服
の
変
遷
に
関
す
る
叙
述
を
ほ
と
ん
ど
排
除
し
、
製
造
業

者
・
販
売
業
者
お
よ
び
組
合
事
業
の
動
向
に
特
化
し
詳
細
化
し
た
内

容
と
な
っ
て
い
る
。
な
お
、
幕
末
維
新
期
の
ミ
シ
ン
普
及
と
利
用
者

像
に
つ
い
て
も
詳
し
い
。

　

次
い
で
、
メ
リ
ヤ
ス
業
で
は
、『
日
本
メ
リ
ヤ
ス
史
』、『
横
浜
莫

大
小
二
十
五
年
史
』、『
日
本
莫
大
小
工
業
史
』
等
が
挙
げ
ら
れ
る）31
（

。

　
『
日
本
メ
リ
ヤ
ス
史
』
は
、
古
代
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
手
編
に
メ
リ
ヤ

ス
の
起
源
を
求
め
、
近
世
初
頭
日
本
へ
の
伝
来
、
幕
末
維
新
期
の
軍

用
靴
下
の
需
要
拡
大
と
機
械
の
導
入
、
一
九
〇
三
年
の
東
京
莫
大
小

同
業
組
合
設
立
の
経
緯
、
東
京
・
大
阪
・
名
古
屋
の
斯
業
沿
革
等
の

項
目
を
取
り
上
げ
て
い
る
。
刊
行
が
一
九
一
四
年
と
比
較
的
早
期
に

ま
と
め
ら
れ
た
産
業
通
史
で
あ
る
。『
日
本
莫
大
小
工
業
史
』
は
時

局
を
反
映
し
て
、
原
糸
配
給
統
制
や
メ
リ
ヤ
ス
生
産
配
給
統
制
の
進

行
か
ら
戦
時
統
制
の
確
立
ま
で
を
扱
う
「
莫
大
小
工
業
統
制
史
」
に

を
豊
富
に
提
供
し
て
お
り
、
斯
業
の
経
済
史
研
究
に
有
益
で
あ
る
。

②
組
織
体
史
の
形
成

　

こ
の
時
期
、
ご
く
少
数
で
は
あ
る
が
、
業
界
史
・
組
合
史
・
会
社

史
が
編
ま
れ
た
。
大
部
分
は
洋
服
業
と
メ
リ
ヤ
ス
業
に
集
中
し
て
は

い
る
が
、
通
史
お
よ
び
組
織
体
史
と
し
て
ま
と
ま
っ
た
も
の
が
存
在

す
る）28
（

。

　

ま
ず
、
洋
服
業
で
は
、『
京
浜
羅
紗
商
同
盟
会
沿
革
史）29
（

』、『
日
本

洋
服
沿
革
史
』、『
大
阪
洋
服
業
同
志
会
沿
革
史
』、『
東
京
洋
服
商
工

同
業
組
合
沿
革
史
』
が
挙
げ
ら
れ
る）30
（

。
い
ず
れ
の
洋
服
業
史
も
、
一

九
世
紀
後
半
の
洋
服
拡
大
要
因
に
、
西
南
戦
争
か
ら
日
清
・
日
露
戦

争
に
い
た
る
軍
服
需
要
の
存
在
と
官
民
一
体
と
な
っ
た
軍
服
生
産
を

指
摘
し
、
そ
の
後
、
二
〇
世
紀
初
頭
以
降
の
民
間
部
門
の
独
立
的
展

開
を
述
べ
る
と
い
う
流
れ
で
あ
る
。

　

こ
の
う
ち
、『
日
本
洋
服
沿
革
史
』
は
「
第
一
篇　

洋
服
と
洋
服

業
界
の
沿
革
」
を
室
町
時
代
か
ら
掘
り
起
こ
し
、
幕
末
開
港
期
ま
で

を
「
一
部
洋
装
時
代
」、
そ
れ
以
降
を
「
全
部
洋
装
時
代
」
と
規
定

し
、
全
部
洋
装
時
代
の
様
々
な
洋
服
、
洋
服
生
地
、
そ
し
て
製
造
業

者
・
販
売
業
者
の
状
況
を
時
系
列
的
に
述
べ
た
。「
第
二
篇　

洋
服

業
組
合
沿
革
史
」
で
は
大
阪
を
は
じ
め
と
す
る
全
国
の
洋
服
業
組
合
、

東
西
洋
服
商
組
合
聯
合
會
、
西
日
本
洋
服
商
組
合
聯
合
會
、
東
日
本
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（
2
）　

個
別
史
の
展
開
と
全
体
史
の
形
成
（
一
九
五
〇
〜
八
〇
年
代
） 

│
二
重
構
造
論
か
ら
ア
パ
レ
ル
産
業
論
へ
│

①
組
織
体
史
の
展
開

　

こ
の
期
間
は
、
組
合
史
や
企
業
社
史
等
の
組
織
体
史
刊
行
が
増
加

し
、
品
目
別
の
通
説
が
形
成
さ
れ
て
い
っ
た
。
こ
れ
ら
の
多
く
で
は
、

そ
の
一
部
分
に
幕
末
開
港
期
以
来
の
通
史
を
割
り
当
て
て
い
る
。
最

も
多
い
洋
服
業
に
限
定
し
て
紹
介
し
よ
う
。

　
『
日
本
洋
服
史）33
（

』
は
洋
服
史
関
連
の
文
献
で
最
も
詳
し
く
、
戦
前

期
の
洋
服
に
関
わ
る
様
々
な
資
料
を
駆
使
し
、
幕
末
維
新
期
以
降
の

ミ
シ
ン
の
伝
来
か
ら
普
及
、
お
よ
び
当
時
の
利
用
業
者
像
、
組
合
の

発
達
、
衣
服
文
化
や
風
俗
、
裁
縫
教
育
等
の
広
い
範
囲
を
扱
っ
て
い

る
。
産
業
通
史
の
解
説
に
は
斯
業
文
献
の
古
典
で
あ
る
既
述
の
『
日

本
洋
服
沿
革
史
』
と
『
東
京
洋
服
商
工
同
業
組
合
沿
革
史
』
を
用
い
、

新
た
な
参
照
文
献
に
は
一
九
三
六
年
か
ら
三
八
年
ま
で
の
月
刊
誌

『
テ
イ
ラ
ー
』、
お
よ
び
池
田
五
郎
編
『
明
治
一
〇
〇
年
松
本
洋
服
業

界
史
』（
一
九
六
九
年
）
等
を
加
え
て
い
る
。

　

ま
た
、『
神
戸
洋
服
百
年
史
』（
一
九
七
八
年
）
は
産
業
通
史
に
関

し
『
大
阪
洋
服
業
同
志
会
沿
革
史
』、『
神
戸
洋
服
商
組
合
史
』、『
日

本
洋
服
史
』
に
依
拠
し
て
い
る
。
開
港
地
と
い
う
特
質
か
ら
「
華
僑

テ
ー
ラ
ー
」
を
取
り
上
げ
て
い
る
点
が
特
徴
で
あ
る
。
し
か
し
、
比

つ
い
て
前
半
の
三
〇
〇
頁
強
を
割
い
て
い
る
。
後
半
部
は
欧
米
に
お

け
る
メ
リ
ヤ
ス
の
発
展
か
ら
始
ま
り
、
先
の
『
日
本
メ
リ
ヤ
ス
史
』

の
流
れ
に
近
し
い
が
、
第
一
次
大
戦
に
よ
る
斯
業
の
発
展
と
貿
易
問

題
に
つ
い
て
言
及
し
て
い
る
点
が
新
し
い
。
ま
た
、
日
本
輸
出
莫
大

小
同
業
組
合
連
合
会
の
沿
革
も
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
の
文
献
で
は
織
物
に
対
す
る
編
物
の
特
徴
と
製
造
の
困
難

性
が
示
さ
れ
て
お
り
、
前
項
で
見
た
フ
ェ
ル
ト
帽
子
の
場
合
と
同
様

に
、
国
産
化
と
輸
出
化
へ
の
関
心
が
大
き
い
。
洋
服
の
組
織
体
史
で

は
社
会
史
的
な
着
用
者
の
拡
大
や
デ
ザ
イ
ン
の
変
化
に
紙
面
が
割
か

れ
て
い
る
点
と
対
照
的
で
あ
る
。
こ
の
違
い
の
要
因
を
厳
密
に
検
討

す
る
余
裕
は
な
い
が
、
さ
し
あ
た
り
生
地
生
産
や
裁
縫
の
技
術
難
易

度
に
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
織
物
地
で
あ
る
洋
服
の
方

が
、
メ
リ
ヤ
ス
地
の
裁
縫
や
フ
ェ
ル
ト
地
の
製
造
お
よ
び
帽
体
へ
の

加
工
よ
り
も
比
較
的
容
易
に
、
か
つ
早
期
に
技
術
移
植
が
実
現
し
た

た
め
、
デ
ザ
イ
ン
面
へ
の
言
及
に
余
裕
が
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う）32
（

。

　

な
お
、
龍
門
社
編
『
青
淵
先
生
六
十
年
史　

一
名
近
世
実
業
発
達

史　

第
二
巻
』（
一
九
〇
〇
年
）
に
は
帽
子
製
造
業
の
略
史
、
お
よ
び

日
本
製
帽
会
社
と
東
京
帽
子
会
社
の
設
立
経
緯
が
記
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
文
献
は
組
織
体
史
と
し
て
は
き
わ
め
て
早
期
の
刊
行
で
あ
り
、

製
帽
業
へ
の
注
目
が
突
出
し
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
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③
全
体
史
の
形
成

　

品
目
別
、
業
種
別
、
組
織
体
別
に
刊
行
さ
れ
て
き
た
衣
服
産
業
の

歴
史
は
、
日
本
繊
維
協
議
会
編
『
日
本
繊
維
産
業
史　

各
論
篇
』

（
繊
維
年
鑑
刊
行
会
、
一
九
五
八
年
）
に
お
い
て
初
め
て
一
括
さ
れ
た
。

も
っ
と
も
、
第
一
八
章
「
既
製
服
業
」
と
第
一
九
章
「
メ
リ
ヤ
ス
製

造
業
」
と
は
区
別
さ
れ
た
形
に
な
っ
て
い
る
が
、
全
体
像
の
見
え
に

く
い
衣
服
産
業
史
を
二
部
門
に
ま
で
統
括
し
た
姿
勢
は
高
く
評
価
さ

れ
る
べ
き
で
あ
り
、
幕
末
開
港
期
か
ら
太
平
洋
戦
争
の
終
結
ま
で
の

近
代
を
対
象
に
通
史
を
述
べ
て
い
る
。
ま
た
、「
既
製
服
業
」
で
は

注
文
仕
立
業
に
も
言
及
さ
れ
て
い
る
。
筆
者
が
『
ミ
シ
ン
と
衣
服
の

経
済
史
』
で
述
べ
た
よ
う
に
、
両
者
は
必
ず
し
も
厳
密
に
区
分
さ
れ

る
も
の
で
な
く
、
注
文
仕
立
業
者
は
し
ば
し
ば
既
製
服
お
よ
び
既
製

品
を
取
り
扱
っ
て
い
た
の
で
あ
り
、「
既
製
服
業
」
に
仕
立
業
を
組

み
入
れ
る
こ
と
に
は
一
定
の
根
拠
が
あ
る
。

　

次
い
で
、
裁
縫
系
と
メ
リ
ヤ
ス
系
と
を
初
め
て
衣
服
産
業
と
い
う

名
前
で
一
括
し
た
の
が
、
中
込
省
三
『
日
本
の
衣
服
産
業
』
で
あ
る
。

こ
の
文
献
は
同
時
代
の
日
本
ア
パ
レ
ル
産
業
の
諸
特
徴
を
論
じ
た
も

の
で
あ
る
。
戦
前
期
衣
服
産
業
は
「
第
二
章　

衣
服
製
造
業
の
変

遷
」
で
簡
略
的
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
が
、
同
著
者
の

『
ア
パ
レ
ル
産
業
へ
の
離
陸
』（
第
一
章
三
節
「
戦
前
の
繊
維
産
業
と
衣

較
的
最
近
に
刊
行
さ
れ
た
『
大
服
百
年
の
歩
み）34
（

』
で
は
戦
前
期
の
前

史
は
か
な
り
簡
略
化
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
洋
服
（
背
広
）
の
下
に

着
用
す
る
ワ
イ
シ
ャ
ツ
に
関
し
て
は
、『
蝶
矢
シ
ャ
ツ
八
十
八
年
史）35
（

』

が
挙
げ
ら
れ
、
シ
ャ
ツ
工
場
の
内
部
構
造
や
生
産
体
制
に
詳
し
い
。

　

洋
服
（
背
広
）
以
外
に
も
、
婦
人
子
供
服
、
足
袋
、
洋
傘
・
シ
ョ

ー
ル
等
の
品
目
で
組
織
体
史
が
刊
行
さ
れ
て
い
る）36
（

。

　

こ
れ
ら
の
組
織
体
史
は
戦
前
期
の
概
要
を
知
る
に
は
便
利
で
あ
る
。

し
か
し
、
類
似
文
献
と
の
差
別
化
を
あ
ま
り
意
識
し
て
い
な
い
た
め
、

既
知
の
通
史
が
重
ね
ら
れ
る
場
合
や
、
異
同
が
分
か
り
に
く
い
場
合

等
の
嫌
い
が
あ
る
。

②
品
目
別
研
究
の
形
成

　

こ
の
時
期
、
メ
リ
ヤ
ス
業
に
つ
い
て
は
研
究
論
文
が
い
く
つ
か
発

表
さ
れ
た）37
（

。
い
ず
れ
も
、
中
小
企
業
論
お
よ
び
地
域
工
業
化
の
観
点

か
ら
で
あ
る
。
衣
服
産
業
史
研
究
の
中
で
比
較
的
早
期
に
研
究
論
文

が
刊
行
さ
れ
た
の
が
メ
リ
ヤ
ス
業
で
あ
っ
た
。

　

ま
た
、
注
文
仕
立
業
に
つ
い
て
は
、
山
本
秀
雄
「
明
治
中
期
に
お

け
る
準
則
組
合
の
一
面
」（『
大
阪
府
立
大
学
経
済
研
究
』
第
一
二
号
、

一
九
五
九
年
九
月
）
が
、『
大
阪
洋
服
商
工
業
組
合
沿
革
史
』
で
触
れ

ら
れ
た
準
則
組
合
と
し
て
の
大
阪
洋
服
商
工
業
組
合
の
経
緯
を
詳
細

に
た
ど
っ
て
い
る
。
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二
〇
〇
〇
年
代
に
入
る
と
一
層
詳
細
に
な
る
。

（
3
）　

個
別
史
の
変
容
と
全
体
史
の
展
開
（
一
九
九
〇
年
代
以
降
） 

│
近
代
化
・
工
業
化
論
│

①
組
織
体
史
の
縮
小

　

一
九
九
〇
年
代
以
降
は
個
別
史
の
う
ち
組
合
史
の
刊
行
は
急
減
し
、

替
わ
っ
て
、
品
目
史
が
目
立
っ
て
刊
行
さ
れ
た
。
組
合
史
で
は
、

『
東
京
の
帽
子
百
二
十
年
史）41
（

』、『
鳴
門
足
袋
工
業
二
百
年
史）42
（

』
が
挙

げ
ら
れ
る
。
品
目
史
で
は
、
稲
川
實
・
山
本
芳
美
『
靴
づ
く
り
の
文

化
史）43
（

』
は
製
靴
業
界
に
従
事
し
て
き
た
稲
川
と
文
化
人
類
学
者
の
山

本
に
よ
る
一
般
書
で
あ
る
。
第
一
章
と
第
二
章
に
、
幕
末
維
新
期
以

降
の
靴
着
用
、
お
よ
び
当
該
期
の
軍
靴
製
造
業
の
勃
興
か
ら
戦
前
・

戦
後
の
製
靴
産
業
に
至
る
過
程
が
分
か
り
や
す
く
述
べ
ら
れ
て
い
る）44
（

。

ま
た
、
黄
完
晟）45
（

は
、
都
市
中
小
工
業
に
お
け
る
雑
貨
生
産
に
注
目
し
、

従
来
は
組
合
史
に
留
ま
っ
て
い
た
洋
傘
工
業
を
取
り
上
げ
た
。

②
品
目
別
研
究
の
進
展

　

一
九
九
〇
年
代
に
提
起
さ
れ
た
杉
原
薫）46
（

の
ア
ジ
ア
間
貿
易
論
に
よ

っ
て
、
二
国
間
の
制
度
比
較
が
注
目
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
四
方

田
雅
史
は
製
帽
業
と
メ
リ
ヤ
ス
業
に
着
目
し
た
研
究
を
進
め
、
生
産

性
比
較
や
制
度
分
析
か
ら
「
模
造
パ
ナ
マ
帽
を
め
ぐ
る
産
地
間
競

料
品
」）、
お
よ
び
、『
衣
服
産
業
の
は
じ
め
』
を
も
参
照
す
れ
ば
、

近
代
日
本
衣
服
産
業
の
経
済
主
体
と
産
業
特
質
の
概
要
を
知
る
こ
と

が
で
き
る
。
特
に
、『
衣
服
産
業
の
は
じ
め
』
は
斯
業
の
勃
興
に
限

定
し
た
も
の
で
あ
り
、『
日
本
洋
服
沿
革
史
』
や
『
東
京
洋
服
商
工

同
業
組
合
沿
革
史
』
等
に
依
拠
し
、
衣
服
産
業
の
開
始
を
技
術
移
植

や
軍
需
主
導
に
関
連
さ
せ
て
述
べ
、
ま
た
、
近
世
以
来
の
古
着
販
売

に
着
目
し
、
既
製
服
普
及
の
開
始
を
販
売
か
ら
捉
え
た
。

　

な
お
、
一
九
八
〇
年
代
に
刊
行
さ
れ
た
著
作
物
、
た
と
え
ば
、
富

沢
こ
の
み
『
ア
パ
レ
ル
産
業
』、
遠
入
昇
編
『
ア
パ
レ
ル
』
で
は
、

戦
前
期
の
動
向
は
ま
と
ま
っ
た
形
で
は
述
べ
ら
れ
な
く
な
る）38
（

。

　

こ
の
よ
う
な
流
れ
の
な
か
、
ミ
シ
ン
と
衣
服
生
産
・
衣
服
産
業
と

を
繫
げ
た
研
究
が
、
中
山
千
代
『
日
本
婦
人
洋
装
史
』
で
あ
る
。
中

山
は
、
ミ
シ
ン
初
伝
か
ら
日
本
人
技
術
者
の
育
成
ま
で
を
三
つ
の
ル

ー
ト
に
区
分
し
た）39
（

。
時
期
は
い
ず
れ
も
一
八
五
〇
年
代
末
か
ら
一
八

六
〇
年
代
の
こ
と
で
、
将
軍
家
定
へ
献
上
さ
れ
た
ミ
シ
ン
（
の
ち
に

消
滅
す
る
ル
ー
ト
）、
西
洋
人
家
庭
で
使
用
さ
れ
た
ミ
シ
ン
（
婦
人
服

製
造
業
ル
ー
ト
）、
中
浜
万
次
郎
が
持
ち
帰
っ
た
ミ
シ
ン
（
男
子
服
業

ル
ー
ト
）
で
あ
る）40
（

。

　

中
山
の
示
し
た
ミ
シ
ン
初
伝
の
ル
ー
ト
に
よ
っ
て
、
従
来
述
べ
ら

れ
て
き
た
近
代
の
衣
服
生
産
・
衣
服
産
業
の
端
緒
が
具
体
的
に
な
り
、
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小
泉
和
子
編
『
洋
裁
の
時
代）51
（

』、
そ
し
て
、
ア
ン
ド
ル
ー
・
ゴ
ー
ド

ン
『
ミ
シ
ン
と
日
本
の
近
代）52
（

』
で
あ
る
。
ま
た
、
婦
人
服
製
造
業
だ

け
で
な
く
男
子
服
業
を
も
念
頭
に
お
い
た
も
の
が
、
岩
本
真
一
『
ミ

シ
ン
と
衣
服
の
経
済
史
』
で
あ
る
。
小
泉
編
著
、
ゴ
ー
ド
ン
、
岩
本

の
研
究
の
位
置
関
係
に
つ
い
て
は
、『
ミ
シ
ン
と
衣
服
の
経
済
史
』

の
序
章
で
既
に
述
べ
て
お
り
、
ま
た
ゴ
ー
ド
ン
の
著
書
に
対
す
る
評

価
は
書
評）53
（

で
触
れ
た
の
で
、
そ
れ
ら
を
参
照
さ
れ
た
い
。

む
す
び
に

　

一
九
七
〇
年
代
に
ア
パ
レ
ル
産
業
と
い
う
言
葉
が
定
着
し
て
以
来
、

現
状
や
歴
史
を
扱
う
研
究
に
お
い
て
、
何
を
以
て
ア
パ
レ
ル
（
衣

服
）
と
総
称
し
う
る
の
か
と
い
う
問
題
が
常
に
横
た
わ
っ
て
き
た
と

い
え
る
。
筆
者
は
「
衣
服
用
語
の
一
〇
〇
年）54
（

」
に
お
い
て
、
衣
服
文

化
史
と
衣
服
産
業
史 

の
接
続
の
重
要
性
を
述
べ
た
。

　

し
か
し
、
事
態
は
簡
単
で
は
な
い
。「
布
地
と
衣
服
と
の
区
別
は
、

腰
布
や
巻
衣
の
よ
う
な
無
縫
衣
の
系
統
に
お
い
て
、
と
り
わ
け
困
難

で
あ
る）55
（

」
と
の
大
丸
弘
の
言
葉
を
想
起
す
れ
ば
、
こ
れ
ま
で
述
べ
て

き
た
衣
服
産
業
に
関
わ
る
諸
研
究
が
、
縫
衣
と
い
う
限
界
を
も
っ
て

い
た
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
ゆ
え
に
、
無
縫
衣
の
衣
服
を
組
み
込
む
な

ら
ば
、
裁
縫
工
程
の
有
無
を
問
わ
な
い
衣
服
概
念
が
成
立
し
、
衣
服

争）47
（

」、
お
よ
び
規
模
間
技
術
格
差
に
着
目
し
た
「
戦
前
期
日
本
・
中

国
に
お
け
る
メ
リ
ヤ
ス
製
造
業）48
（

」
を
著
し
た
。

　

他
の
品
目
を
み
よ
う
。
髙
本
明
日
香）49
（

は
、
極
め
て
資
料
的
制
約
の

厳
し
い
、
戦
前
期
の
洋
装
下
着
の
製
造
業
者
を
抽
出
す
る
作
業
を
行

な
い
、
戦
後
の
ワ
コ
ー
ル
等
に
代
表
さ
れ
る
日
系
下
着
業
者
の
ル
ー

ツ
を
一
九
二
〇
年
代
に
た
ど
っ
て
い
る
。
軍
服
で
は
、
山
崎
広
明

「
備
後
織
物
業
史
研
究）50
（

」、
同
「
昭
和
恐
慌
期
に
お
け
る
佐
々
木
要
右

衛
門
家
事
業
の
展
開
」
が
挙
げ
ら
れ
る
。
山
崎
は
、
戦
中
戦
時
経
済

統
制
下
に
手
数
料
収
入
へ
と
経
営
縮
小
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
備
後
織

物
業
者
が
縫
製
業
へ
進
出
し
た
経
緯
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
こ
の

二
文
献
を
含
む
佐
々
木
商
店
の
事
業
展
開
と
備
後
織
物
業
史
は
、
山

崎
広
明
・
阿
部
武
司
『
織
物
か
ら
ア
パ
レ
ル
へ
│
備
後
織
物
業
と

佐
々
木
商
店
│
』（
大
阪
大
学
出
版
会
、
二
〇
一
二
年
）
と
し
て
刊
行

さ
れ
た
。
こ
の
著
書
は
、
一
商
店
を
一
〇
〇
年
近
く
に
わ
た
り
観
察

し
た
稀
有
な
研
究
で
あ
り
、
戦
前
・
戦
中
・
戦
後
を
通
じ
た
長
期
に

わ
た
る
衣
服
産
業
の
地
域
展
開
を
明
確
に
し
た
。

③
全
体
史
の
展
開
│
ミ
シ
ン
と
衣
服
生
産
│

　

近
年
、
近
代
日
本
に
お
け
る
ミ
シ
ン
普
及
と
衣
服
生
産
と
の
関
係

を
論
じ
た
文
献
が
い
く
つ
か
刊
行
さ
れ
た
。
既
述
の
中
山
に
よ
る
ミ

シ
ン
伝
来
ル
ー
ト
の
う
ち
、
婦
人
服
製
造
業
ル
ー
ト
に
関
わ
る
の
が
、
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の
開
発
プ
ロ
グ
ラ
ム
研
究
報
告
、
国
際
連
合
大
学
、
一
九
八
二

年
）。

（
8
）　

中
込
『
衣
服
産
業
の
は
じ
め
』
二
頁
。

（
9
）　

同
右
。

（
10
）　

大
塚
『
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
業
界
』
二
三
〜
二
九
頁
。

（
11
）　

鍜
島
康
子
『
ア
パ
レ
ル
産
業
の
成
立
│
そ
の
要
因
と
企
業
経
営

の
分
析
│
』（
東
京
図
書
出
版
会
、
二
〇
〇
六
年
）
一
二
頁
。

（
12
）　

木
下
明
浩
『
ア
パ
レ
ル
産
業
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
史
│
ブ
ラ
ン

ド
構
築
と
小
売
機
能
の
包
摂
│
』（
同
文
舘
出
版
、
二
〇
一
一
年
）。

（
13
）　

山
崎
光
弘
『
現
代
ア
パ
レ
ル
産
業
の
展
開
│
挑
戦
・
挫
折
・
再

生
の
歴
史
を
読
み
解
く
│
』（
繊
研
新
聞
社
、
二
〇
〇
七
年
）
五

六
頁
。

（
14
）　

山
崎
『
現
代
ア
パ
レ
ル
産
業
の
展
開
』
五
六
頁
。

（
15
）　

中
込
『
ア
パ
レ
ル
産
業
へ
の
離
陸
』
一
八
〇
頁
、
お
よ
び
鍜
島

『
ア
パ
レ
ル
産
業
の
成
立
』
一
一
頁
。

（
16
）　

中
込
『
ア
パ
レ
ル
産
業
へ
の
離
陸
』
一
八
〇
〜
一
八
一
頁
。

（
17
）　

鎌
田
浩
「
熊
本
藩
に
お
け
る
輸
出
入
規
制
と
国
産
仕
立
」（『
日

本
歴
史
』
第
四
七
二
号
、
一
九
八
七
年
九
月
）。

（
18
）　

長
野
暹
『
幕
藩
制
社
会
の
財
政
構
造
』（
大
原
新
生
社
、
一
九

八
〇
年
）。

（
19
）　

山
崎
広
明
「
昭
和
恐
慌
後
に
お
け
る
佐
々
木
要
右
衛
門
家
事
業

の
展
開
│
広
島
県
備
後
織
物
業
史
の
研
究
│
」（『
経
営
史
学
』
第

四
一
巻
二
号
、
二
〇
〇
六
年
九
月
）。

（
20
）　

ア
ン
ド
リ
ュ
ー
・
ゴ
ー
ド
ン
他
「
報
告
：
女
性
歴
史
文
化
研
究

所
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
ミ
シ
ン
と
女
性
と
経
済
」」（
京
都
橘
大

産
業
概
念
も
ま
た
、
変
化
す
る
こ
と
と
な
る
。

（
1
）　

岩
本
真
一
『
ミ
シ
ン
と
衣
服
の
経
済
史
│
地
球
規
模
経
済
と
家

内
生
産
│
』（
思
文
閣
出
版
、
二
〇
一
四
年
刊
行
予
定
）。

（
2
）　
「
雑
工
場
」
の
内
、「
靴
」、「
裁
縫
製
品
」、「
帽
子
」
を
合
算
し

た
。
メ
リ
ヤ
ス
製
品
は
紡
織
工
場
に
区
分
さ
れ
て
い
る
が
、
生
地

と
衣
料
品
と
を
区
別
で
き
な
い
。

（
3
）　
「
紡
織
工
業
」
の
内
、「
莫
大
小
」
に
計
上
さ
れ
て
い
る
「
莫
大

小
製
品
」、「
其
ノ
他
ノ
工
業
」
の
内
、「
靴
」、「
裁
縫
製
品
」、

「
帽
子
」
を
合
算
し
た
。

（
4
）　

詳
し
く
は
、
高
橋
啓
「
繊
維
産
業
政
策
の
変
遷
│
繊
維
工
業
か

ら
繊
維
・
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
産
業
へ
│
」（『
大
原
社
会
問
題
研
究
所

雑
誌
』
第
六
五
二
号
、
二
〇
一
三
年
二
月
、
五
〜
六
頁
）、
大
塚

佳
彦
『
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
業
界
』（
教
育
社
、
一
九
七
九
年
、
一
一

頁
）、
中
込
省
三
『
ア
パ
レ
ル
産
業
へ
の
離
陸
│
繊
維
産
業
の
終

焉
│
』（
東
洋
経
済
新
報
社
、
一
九
七
七
年
、
第
三
章
「
ア
パ
レ

ル
産
業
」）
を
参
照
の
こ
と
。

（
5
）　

そ
の
時
の
呼
称
は
、「
衣
服
・
そ
の
他
の
繊
維
製
品
製
造
業
」

で
あ
る
。
な
お
、
戦
後
の
『
工
業
統
計
表
』
は
「
日
本
標
準
産
業

分
類
」
に
依
拠
し
た
区
分
を
採
用
し
て
い
る
。
裁
縫
業
と
メ
リ
ヤ

ス
製
品
製
造
業
が
一
括
さ
れ
た
の
は
、
一
九
九
三
年
一
〇
月
改
定

（
第
一
〇
回
改
定
）
に
依
拠
し
て
い
る
。

（
6
）　

中
込
省
三
『
日
本
の
衣
服
産
業
│
衣
料
品
の
生
産
と
流
通
│
』

（
東
洋
経
済
新
報
社
、
一
九
七
五
年
）。

（
7
）　

中
込
省
三
『
衣
服
産
業
の
は
じ
め
』（
国
連
大
学
人
間
と
社
会



118

を
挟
む
時
期
は
、
麦
稈
帽
・
パ
ナ
マ
帽
部
門
で
国
際
競
争
力
が
獲

得
さ
れ
て
い
っ
た
の
に
対
し
、
フ
ェ
ル
ト
帽
部
門
で
は
国
産
化
自

体
が
難
航
を
極
め
て
い
た
。
国
産
フ
ェ
ル
ト
帽
は
一
九
二
〇
年
代

に
な
っ
て
も
粗
悪
品
の
誹
り
を
免
れ
ず
、
品
質
向
上
策
と
輸
出
市

場
調
査
を
目
的
と
し
た
調
査
報
告
書
、
た
と
え
ば
、
大
阪
市
役
所

産
業
部
『
大
阪
の
帽
子
業
』（
大
阪
市
産
業
叢
書
第
一
輯
、
一
九

二
八
年
）、
お
よ
び
、
商
工
省
貿
易
局
『
海
外
市
場
ニ
於
ケ
ル
本

邦
輸
出
帽
子
及
同
材
料
ノ
需
給
並
外
国
品
ト
ノ
競
争
状
況
』（
一

九
三
一
年
）
等
が
刊
行
さ
れ
た
。『
大
阪
の
帽
子
業
』
は
近
代
製

帽
業
の
沿
革
、
貿
易
動
向
か
ら
み
た
関
西
圏
の
地
位
、
大
阪
市
内

の
生
産
状
況
に
詳
し
い
。
な
お
、
本
論
で
後
述
す
る
よ
う
に
、
こ

の
時
期
の
調
査
資
料
等
を
も
と
に
し
た
近
年
の
数
少
な
い
研
究
が
、

製
帽
業
と
メ
リ
ヤ
ス
業
に
偏
っ
て
い
る
の
は
、
当
然
の
帰
結
で
あ

る
。

（
27
）　

中
村
隆
英
「
国
内
市
場
の
発
展
と
二
重
構
造
の
成
立
」（
玉
野

井
芳
郎
・
内
田
忠
夫
編
『
二
重
構
造
の
分
析
』
東
洋
経
済
新
報
社
、

一
九
六
四
年
）
一
八
九
頁
。

（
28
）　

洋
服
業
・
メ
リ
ヤ
ス
業
以
外
の
品
目
・
職
種
に
関
す
る
文
献
は

以
下
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
金
子
要
次
郎
編
『
福
助
足
袋
の
六
十

年
』（
福
助
足
袋
株
式
会
社
、
一
九
四
二
年
）
は
、
全
国
規
模
を

対
象
に
し
た
近
代
足
袋
製
造
業
の
通
史
を
取
り
上
げ
、
裁
断
機
・

ミ
シ
ン
の
改
良
経
緯
に
も
言
及
し
て
い
る
。
今
村
僚
乃
右
『
洋
傘

起
源
と
歴
史
』（
一
九
四
三
年
）
で
は
、
洋
傘
と
シ
ョ
ー
ル
の
文

化
史
お
よ
び
国
産
化
動
向
、
ま
た
、
龍
門
社
編
『
青
淵
先
生
六
十

年
史　

一
名
近
世
実
業
発
達
史　

第
二
巻
』（
一
九
〇
〇
年
）
で

学
女
性
歴
史
文
化
研
究
所
『
女
性
歴
史
文
化
研
究
所
紀
要
』
第
一

四
号
、
二
〇
〇
六
年
三
月
）。

（
21
）　

検
索
結
果
の
一
例
に
、
盛
本
昌
広
「
鎌
倉
期
房
総
に
お
け
る
衣

料
生
産
」（
千
葉
県
史
料
研
究
財
団
『
千
葉
県
史
研
究
』
第
一
六

号
、
二
〇
〇
八
年
三
月
）。

（
22
）　

な
お
、
家
庭
科
授
業
の
一
環
で
行
わ
れ
る
衣
服
生
産
に
は
、
主

と
し
て
「
被
服
」
と
い
う
用
語
が
利
用
さ
れ
る
が
、「
被
服
＋
製

作
」、「
被
服
製
作
」、「
被
服
＋
制
作
」、「
被
服
制
作
」
で
検
索
を

行
な
う
と
、
い
ず
れ
も
二
件
が
該
当
し
た
。

（
23
）　

他
に
も
衣
服
産
業
に
類
似
の
意
味
を
も
つ
言
葉
が
あ
る
。
一
例

は
「
布
帛
」・「
布
帛
製
品
」
で
あ
る
が
、
や
は
り
一
定
し
な
い
。

「
布
帛
」
は
、
木
綿
・
絹
を
指
す
場
合
、
メ
リ
ヤ
ス
も
含
む
場
合
、

織
物
を
意
味
す
る
場
合
等
が
挙
げ
ら
れ
る
。
ま
た
、「
布
帛
製
品
」

と
な
る
と
、
織
物
を
素
材
と
す
る
製
品
、
あ
る
い
は
薄
手
織
物
に

限
定
す
る
場
合
も
あ
る
。
以
上
、
繊
維
製
品
輸
出
振
興
株
式
会
社

企
画
部
『
布
帛
製
品
』（
一
九
四
三
年
）
一
〜
二
頁
。

（
24
）　

大
丸
弘
「
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
特
別
講
演　

民
族
服
飾
と
専
門
用

語
」（
専
門
用
語
研
究
会
『
専
門
用
語
研
究
』
第
一
号
、
一
九
九

〇
年
八
月
）
三
頁
。

（
25
）　

同
右
。

（
26
）　

メ
リ
ヤ
ス
業
も
フ
ェ
ル
ト
帽
製
造
業
も
近
代
産
業
（
新
産
業
）

で
あ
っ
た
。
と
り
わ
け
、
製
帽
業
に
は
麦
稈
帽
・
パ
ナ
マ
帽
の
よ

う
に
主
に
手
作
業
で
行
な
わ
れ
分
散
型
生
産
組
織
に
基
づ
い
た
部

門
と
、
フ
ェ
ル
ト
帽
の
よ
う
に
工
場
制
・
機
械
制
の
集
中
型
生
産

組
織
に
基
づ
い
た
部
門
の
両
面
が
特
徴
的
で
あ
る
。
第
一
次
大
戦
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（
35
）　

蝶
矢
シ
ャ
ツ
八
十
八
年
史
刊
行
委
員
会
編
『
蝶
矢
シ
ャ
ツ
八
十

八
年
史
』（
一
九
七
四
年
）。

（
36
）　

代
表
的
な
も
の
に
、
東
京
婦
人
子
供
服
業
界
沿
革
史
編
纂
委
員

会
編
『
東
京
婦
人
子
供
服
業
界
卅
年
史
』（
東
京
婦
人
子
供
服
製

造
卸
協
同
組
合
、
一
九
六
〇
年
）、
大
野
源
治
『
大
阪
足
袋
業
界

の
歩
み
』（
大
阪
足
袋
協
会
、
一
九
八
九
年
）、
黒
川
留
一
編
『
洋

傘
・
シ
ョ
ー
ル
の
歴
史
』（
大
阪
洋
傘
シ
ョ
ー
ル
商
工
協
同
組
合
、

一
九
六
八
年
）
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
の
う
ち
、『
大
阪
足
袋
業
界

の
歩
み
』
は
、
前
編
に
宮
本
又
次
編
纂
『
大
阪
足
袋
同
業
組
合
沿

革
史
』
を
収
録
し
、
後
編
に
そ
の
後
の
組
合
変
遷
お
よ
び
業
界
推

移
を
ま
と
め
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
前
編
は
大
阪
足
袋
業
界

の
沿
革
に
関
す
る
唯
一
の
文
献
で
あ
る
。
後
編
は
一
九
三
三
年
三

月
号
か
ら
四
〇
年
一
月
号
ま
で
の
『
足
袋
新
報
』
が
利
用
さ
れ
て

い
る
。

（
37
）　

足
利
女
子
高
等
学
校
社
会
ク
ラ
ブ
編
『
足
利
に
お
け
る
繊
維
工

業
の
研
究
』（
足
利
繊
維
週
報
社
、
一
九
五
六
年
）、
武
知
京
三

「
明
治
期
東
大
阪
に
お
け
る
紡
織
業
の
展
開
」（
大
阪
府
立
大
学
経

済
学
部
『
経
済
研
究
』
第
一
六
巻
五
号
、
一
九
七
一
年
一
〇
月
）、

高
津
斌
彰
「
新
潟
県
五
泉
地
方
の
メ
リ
ヤ
ス
工
業
の
地
域
的
展

開
」（
1
）〜（
2
）（『
新
潟
大
学
経
済
論
集
』
第
一
四
号
、
二
〇

号
、
一
九
七
三
年
八
月
、
七
五
年
一
〇
月
）、
竹
内
常
善
「
都
市

型
中
小
工
業
の
問
屋
制
的
再
編
に
つ
い
て
」（
1
）〜（
3
）（
広
島

大
学
『
政
経
論
叢
』
第
二
五
巻
一
号
、
二
号
、
第
二
六
巻
二
号
、

一
九
七
五
年
五
月
、
七
月
、
七
六
年
六
月
）。

（
38
）　

富
沢
こ
の
み
『
ア
パ
レ
ル
産
業
』（
東
洋
経
済
新
報
社
、
一
九

は
帽
子
製
造
業
の
略
史
、
お
よ
び
日
本
製
帽
会
社
と
東
京
帽
子
会

社
の
設
立
経
緯
が
記
さ
れ
て
い
る
。

（
29
）　

菅
栄
一
・
南
吉
之
助
編
『
京
浜
羅
紗
商
同
盟
会
沿
革
史
』（
京

浜
羅
紗
商
同
盟
会
、
一
九
三
〇
年
）。

（
30
）　

大
阪
洋
服
商
同
業
組
合
編
『
日
本
洋
服
沿
革
史
』（
一
九
三
〇

年
）、
山
田
鐵
三
編
『
大
阪
洋
服
業
同
志
会
沿
革
史
』（
大
阪
洋
服

業
同
志
会
、
一
九
三
三
年
）、
東
京
洋
服
商
工
同
業
組
合
神
田
区

部
編
・
発
行
『
東
京
洋
服
商
工
同
業
組
合
沿
革
史
』（
一
九
四
二

年
）。

（
31
）　

藤
本
昌
義
『
日
本
メ
リ
ヤ
ス
史
』（
日
本
実
業
新
報
社
、
一
九

一
四
年
）、
結
城
琢
治
編
『
横
浜
莫
大
小
二
十
五
年
史
』（
横
浜
莫

大
小
同
業
組
合
、
一
九
四
二
年
）、
メ
リ
ヤ
ス
日
本
社
編
・
発
行

『
日
本
莫
大
小
工
業
史
』（
一
九
四
四
年
）。
他
に
、
日
本
毛
織
株

式
会
社
編
『
日
本
毛
織
三
十
年
史
』（
日
本
毛
織
、
一
九
三
一
年
）、

大
東
亜
繊
維
研
究
会
編
『
日
本
染
織
工
業
発
達
史
』（
日
進
社
、

一
九
四
三
年
）
も
メ
リ
ヤ
ス
業
に
詳
し
い
。

（
32
）　

二
〇
世
紀
初
頭
以
来
の
衣
服
産
業
の
進
展
に
材
料
生
地
に
よ
る

違
い
が
み
ら
れ
た
の
は
、
需
要
規
模
や
技
術
的
難
易
度
を
含
め
、

前
近
代
か
ら
の
馴
染
み
あ
る
素
材
と
い
う
要
因
が
大
き
い
。
こ
の

詳
細
は
、
岩
本
『
ミ
シ
ン
と
衣
服
の
経
済
史
』
第
二
部
二
章
を
参

照
の
こ
と
。

（
33
）　

出
口
稔
編
『
日
本
洋
服
史
』（
洋
服
業
界
記
者
ク
ラ
ブ
「
日
本

洋
服
史
刊
行
委
員
会
」、
一
九
七
七
年
）。

（
34
）　

大
服
一
〇
〇
周
年
記
念
誌
編
纂
委
員
会
編
『
大
服
百
年
の
歩

み
』（
大
阪
府
洋
服
商
工
業
組
合
、
一
九
八
七
年
）。
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年
）。

（
46
）　

杉
原
薫
『
ア
ジ
ア
間
貿
易
の
形
成
と
構
造
』（
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書

房
、
一
九
九
六
年
）。

（
47
）　

四
方
田
雅
史
「
模
造
パ
ナ
マ
帽
を
め
ぐ
る
産
地
間
競
争
│
戦
前

期
台
湾
・
沖
縄
の
産
地
形
態
の
比
較
を
通
じ
て
│
」（『
社
会
経
済

史
学
』
第
六
九
巻
二
号
、
二
〇
〇
三
年
七
月
）。

（
48
）　

四
方
田
雅
史
「
戦
前
期
日
本
・
中
国
に
お
け
る
メ
リ
ヤ
ス
製
造

業
│
市
場
変
動
・
需
要
の
多
様
性
へ
の
対
応
に
着
目
し
て
│
」

（『
ア
ジ
ア
研
究
』
第
五
三
巻
二
号
、
二
〇
〇
七
年
四
月
）。

（
49
）　

髙
本
明
日
香
「
戦
前
の
日
本
に
お
け
る
婦
人
洋
装
下
着
の
担
い

手
」（
京
都
産
業
大
学
『
京
都
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
・
レ
ビ
ュ
ー
』
第

一
九
巻
、
二
〇
一
一
年
一
〇
月
）。

（
50
）　

山
崎
広
明
「
備
後
織
物
業
史
研
究
│
佐
々
木
要
右
衛
門
家
事
業

の
展
開
│
」（『
企
業
家
研
究
』
第
一
号
、
二
〇
〇
四
年
六
月
）。

（
51
）　

小
泉
和
子
編
著
『
洋
裁
の
時
代
│
日
本
人
の
衣
服
革
命
│
』

（
O 

M
出
版
、
二
〇
〇
四
年
）。

（
52
）　A

ndrew
 G
ordon, F

abricating C
onsum

ers: the Sew
ing 

M
achine in M

odern Japan, U
niversity of California Press, 

2012.

（
邦
訳
：
ア
ン
ド
ル
ー
・
ゴ
ー
ド
ン
『
ミ
シ
ン
と
日
本
の

近
代
│
消
費
者
の
創
出
│
』
大
島
か
お
り
訳
、
み
す
ず
書
房
、
二

〇
一
三
年
）。

（
53
）　

岩
本
真
一
、
書
評
「
著
：
ア
ン
ド
ル
ー
・
ゴ
ー
ド
ン
／
翻
訳
：

大
島
か
お
り
『
ミ
シ
ン
と
日
本
の
近
代
│
消
費
者
の
創
出
│
』

（
み
す
ず
書
房
）」（『
週
刊
読
書
人
』
二
〇
一
三
年
八
月
三
〇
日
号
、

六
面
）。

八
〇
年
）、
遠
入
昇
編
『
ア
パ
レ
ル
』（
日
本
経
済
新
聞
社
、
一
九

八
七
年
）。

（
39
）　

中
山
千
代
『
日
本
婦
人
洋
装
史
』
新
装
版
（
吉
川
弘
文
館
、
二

〇
一
〇
年
）
一
八
四
〜
二
〇
七
頁
。
一
九
八
七
年
の
初
版
も
出
版

社
は
吉
川
弘
文
館
で
あ
る
。

（
40
）　

中
山
『
日
本
婦
人
洋
装
史
』
一
九
六
〜
一
九
九
頁
。

（
41
）　
「
東
京
の
帽
子
百
二
十
年
史
」
編
纂
委
員
会
編
『
東
京
の
帽
子

百
二
十
年
史
│
明
治
・
大
正
・
昭
和
│
』（
東
京
帽
子
協
会
、
二

〇
〇
五
年
）。

（
42
）　

廣
瀬
寛
治
『
鳴
門
足
袋
工
業
二
百
年
史
』（
美
津
菱
足
袋
、
一

九
九
〇
年
）。

（
43
）　

稲
川
實
・
山
本
芳
美
『
靴
づ
く
り
の
文
化
史
│
日
本
の
靴
と
職

人
│
』（
現
代
書
館
、
二
〇
一
一
年
）。
な
お
、
幕
末
開
港
期
の
軍

靴
製
造
お
よ
び
製
靴
業
勃
興
に
関
し
、
武
本
力
『
日
本
の
皮
革
│

そ
の
近
代
化
と
先
覚
者
と
│
』（
東
洋
経
済
新
報
社
、
一
九
六
九

年
）
に
も
若
干
の
記
述
が
確
認
さ
れ
る
。

（
44
）　

他
に
、
戦
前
期
フ
ェ
ル
ト
国
産
化
の
困
難
と
実
現
に
つ
い
て
は
、

西
日
本
出
版
社
編
『
日
本
フ
エ
ル
ト
工
業
か
ら
ア
ン
ビ
ッ
ク
へ
』

（
ア
ン
ビ
ッ
ク
、
二
〇
〇
〇
年
）、
近
代
日
本
の
百
貨
店
の
事
業
展

開
、
と
く
に
一
部
の
百
貨
店
で
縫
製
工
場
の
内
部
化
が
試
み
ら
れ

た
点
に
触
れ
た
も
の
と
し
て
、
富
澤
修
身
「
三
越
一
二
〇
年
と
東

京
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
・
ビ
ジ
ネ
ス
」（
大
阪
市
立
大
学
経
営
学
会

『
経
営
研
究
』
第
五
八
巻
三
号
、
二
〇
〇
七
年
一
一
月
）
等
が
挙

げ
ら
れ
る
。

（
45
）　

黄
完
晟
『
日
本
都
市
中
小
工
業
史
』（
臨
川
書
店
、
一
九
九
二
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﹇
補
注
﹈│
編
集
委
員
会
注
記

　
『
経
済
史
文
献
解
題
』
と
は
西
洋
・
東
洋
を
含
め
た
経
済
史
・
経
営

史
を
中
心
と
し
た
著
書
・
論
文
の
文
献
解
題
で
あ
り
、
日
本
経
済
史
研

究
所
に
よ
り
一
九
三
三
（
昭
和
八
）
年
の
開
所
以
来
、
毎
年
刊
行
さ
れ

て
き
た
。
そ
の
収
録
範
囲
は
、
政
治
史
や
思
想
史
な
ど
幅
広
く
含
み
、

経
済
史
、
経
営
史
研
究
者
数
十
名
の
協
力
を
得
て
編
集
さ
れ
て
い
る
。

現
在
で
は
W 

E 

B
を
利
用
し
た
デ
ー
タ
入
力
を
採
用
し
て
お
り
、『
経

済
史
文
献
解
題
』
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
と
し
て
、
毎
年
一
回
、
前
年
に
刊
行

さ
れ
た
著
書
・
論
文
の
デ
ー
タ
を
更
新
し
て
い
る
。

　

な
お
、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
に
伴
い
、
冊
子
体
で
の
発
行
は
二
〇
〇
五

年
（
平
成
一
七
）
年
版
に
て
終
了
し
た
が
、
過
去
の
デ
ー
タ
に
つ
い
て

も
、
一
九
五
五
（
昭
和
三
〇
）
年
刊
行
の
『
經
濟
史
年
鑑
』
復
刊
第
一

冊
（
一
九
五
一
│
五
三
年
分
収
録
）
ま
で
を
遡
及
し
、
本
シ
ス
テ
ム
で

の
検
索
が
可
能
と
な
っ
て
い
る
。

（
採
録
件
数
／
論
文 

九
万
〇
九
二
〇
件
、
図
書 

五
万
一
一
七
六
件 

二

〇
一
三
年
一
〇
月
現
在
）

『
経
済
史
文
献
解
題
』
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
接
続
U 

R 

L

（
日
本
経
済
史
研
究
所
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
）

http://w
w
w
.osaka-ue.ac.jp/research/nikkeisi/

（
54
）　

岩
本
真
一
「
衣
服
用
語
の
一
〇
〇
年
│
衣
服
史
研
究
の
諸
問
題

と
衣
服
産
業
の
概
念
化
│
」（
奈
良
産
業
大
学
経
済
経
営
学
会

『
産
業
と
経
済
』
第
二
三
巻
三
・
四
号
、
二
〇
〇
九
年
三
月
）。

（
55
）　

大
丸
弘
「
衣
服
標
本
属
性
論
」（『
国
立
民
族
学
博
物
館
研
究
報

告
』
第
九
巻
三
号
、
一
九
八
四
年
一
二
月
）
五
三
六
頁
。

（
い
わ
も
と　

し
ん
い
ち
・
大
阪
経
済
大
学
日
本
経
済
史
研
究
所
研
究
員
、

大
阪
産
業
大
学
非
常
勤
講
師
ほ
か
）


